
達
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ξ
思
ふ
次
第
で
あ
る
。

第三園

地球内部に於ける震波線の径路

来百

議

地

地

震

波

に

就

ムハ

O

介
匂ミ

て

ハ
承
前
)

来日

清

夫

達

走
時
ハ
つ
い
晶
き
)

第
三
国
は
地
球
の
内
部
を
一
週
る
波
が
如
何
に
地
球
外
殻
及
び
核
心
ハ
第
三
国
)
の
中
を
通
る
か
を
示
め

す
固
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
様
に
し
て
色
々
に
或
は
反
射
し
或

は
屈
折
し
、
共
の
時
縦
波
に
横
波
に
援
じ
っ

L
観
測
所
に
到
達

す
る
種
々
の
波
の
走
時
を
第
三
表
に
示
め
す
。
此
の
表
で
は
震

央
距
離
が
き
。
以
上
の
所
で
あ
っ
て
、
H
W

・
C
E
g
r
o月
刊
の
理
論
的

計
算
か
ら
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一一 秘 境

に
依
ι
リ
多
く
の
場
合
に
認
め

此
の
波
の
中
二
三
は

.4gs 

ら
れ
、
更
に
の
己

gす
お
に
依
っ
て
観
測
と
と
の
理
論
的
計
算

と
が
よ
く
一
致
す
る
こ
と
を
詮
明
ヨ
れ
た

3



第三表 直接及び反射横波並とX~と種々の交波の走時。(ム >100")

‘震央距離
Tss Tsss Tps Tp回 ltd|端 時!財 R同市〈g》 l |TFhEL3矛3 

m rn m Jn nl ln 
80 8890 27.9 31.4 23.1 23.5 • 22.5 • • 22.9 31.1 
.85 9440 29.1 32.8 24.1 24.6 • 23.1 • • 23.5 30.9 
'90 10000 30.3 34.3 25.0 25.6 • 23.6 • • 24.0 30.7 
95 10560 31.4 35.7 25.9 26.7 • 24.1 • • 24.5 30.5 
100 11110 32.5 37.0 26.8 27.7 

ー
24.5 @ • 

25.1 30.3 
105 11670 33.6 38.2 27.7 28.7 • 24.9 • • 25.6 

8209..0 8!  110 12220 34.7 39.5 28.6 29.7 • 25.3 m • 26.1 
115 12780 35.8 40.7 29.5 30.7 . 25.7 30.1 • 26.7 29~5 
120 13330 36.9 41.9 30.8 31.6 • 26.0 30.8 • 27.2 29.2 
125 13890 37.9 43.1 31.2 32.5 • 26.2 31.5 • 27.7 

Tw 

130 14440 39.0 44.3 32.0 33.3 m 26.4 32.0 • 28.2 m 
135 15000 40.0 O 45.5 32"8 34.2 23.0 26.6 32.6 • 28.7 34.9 
140 15560 41. 46.6 33.6 35.1 23.3 26.8 33.1 @ 29.2 335 5.1 
145 16110 42.0 47.7 • 36.0 23.5 27.0 33.6 • 29.7 .4 
150 17670 42.9 48.8 。 36.9 23.6 27.1 34.1 。 30.2 35.6 

T同志P
rn 

155 17220 43.9 50.0 37.7 23.7 27.2 34.6 32.0 30.7 35.8 
160 17780 44.8 51.1 rn 38.5 23.7 27.3 35.1 32.3 31.1 36.0 
165 18330 45.6 52.1 29.5 . 23.8 27.4 35.6 32.4 31.6 36.1 
170 18890 46.5 53.2 29.6 . 23.8 27.4 36.1 32.5 32.0 36.1 
175 19440 47.3 54.3 29.7 . 23.9 27.5 36.5 32.5 32.4 36.2 
180 20000 48.1 55.4 29.7 @ 23.9 27.5 37.0 32.6 32.8 36.2 

白、
一・

ー?白 弘、，占 4‘“ 、.. 

~~ 1 
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第
三
表
の
説
明

め
は
地
球
の
核
心
か
通
過
し
て
来
れ
も
の
ら
一
爪
め
す
詑
披
で
あ
る
。
色
々
な
詑
披
が
並
べ
て
書

u
て
あ
る
の
氏
、
地
球
の
外
殻
か
ら
核
心
か
ら
外
設
へ
ミ

各
々
の
揚
所
に
於
げ
る
振
動
の
種
類
ル
表
は
す
も
の
で
あ
ろ
o
こ
の
記
号
か
入
れ
換
へ
r
い
な
ろ
様
な
も
の
ハ
例
へ
ば
司
制
u
司
制
〉
は
同
じ
走
時
ら
持

っ
て
居
ろ
0

4

J

」
云
ふ
イ

ν
デ
キ
ス
で
一
不
め
し
て
居
る
の
は
地
球
の
核
心
の
境
界
面
ゐ
通
過
す
ろ
事
で
あ
る
o

(2) 

は
仰
の
様
な
順
序
で
更
に
地
球
の
表
面
で
反
射
し
土
も
の
で
わ
ろ
o

は
仰
の
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
核
心
で
一
皮
反
射
し
れ
も
の
で
、
其
の
詑
競
の
並
ぴ
は
外
殻

l
核
心
!
核
心
!
外
殻
さ
な
る
の
で
あ
ろ
o

(3) 夏
に

φ
・
冨
丘
∞
∞
ロ
2
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
、
反
射
波
と
直
接
波
と
の
時
間
差
堂
、
縦
波
I
C
横
波
左
の
函
数
と
し
て
表
は

し
た
表
ハ
第
四
表
)
を
掲
げ
る
。
最
後
に

k
p
・
足
。
r
2
2目。目。

の
示
め
し
た
所
の
肖
或
は
お
の
前
に
現
は
れ
る
波
が
あ
る

主
立
っ
た
走
時
を
持
っ
て
居
る
と
一
五
よ
そ
れ
等
の
波
町

FF・
-
-
吋
ロ
及
び

pau---mu

と
云
ふ
波
の
走
時
を
示
め
す
。

ハ
第
五

表
)
之
等
は
P
や
S
の
明
瞭
な
主
相
公
吋
或
は

NM
之
を

PNumrハロ。円
E
P】
)
と
・
書
く
が
)
の
少
し
前
に
表
は
れ
る
波
で
あ

っ
て
、
主
相
が
強
い
程
、
観
測
8
れ
る
事
が
多
い
。
第
五
表
で
は
之
等
吋
同
:-m』
:
・
の
波
と
吋

3
F
と
の
波
の
4
4

却
を
奥
へ

て
居
る
。

兎
に
角
多
く
の
人
に
依
っ
て
、
色
々
な
波
の
走
時
が
作
ら
れ
て
居
る
が
、
其
れ
等
の
走
時
は
互
に
先
づ
観
測
の
誤
差
の

範
園
で
一
致
し
て
居
る
。
第
四
国
は
此
の
走
時
を
闘
で
示
め
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
中
貼
線
で
査
か
れ
て
居
る
も
の
は

明
瞭
に
記
象
紙
中
に
は
あ
ら
は
れ
な
い
相
で
あ
っ
て
、
黒
い
印
@
は
地
震
波
が
レ
ン
ズ
の
働

3
を
す
る
地
球
の
核
心
の
免

に
結
ぶ
で
あ
ら
う
所
の
焦
鈷
で
あ
る
。
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第四表 マイスナ lに依る走時差

s-p pp-p PPP-P S8-8 

sec 
3if臼3

Rec sec 
250 47 72 

300 53 73 111 

400 98 128 190 

500 140 224 263 

600 197 298 333 

700 238 386 416 

800 263 473 516 

第五表 PIP2，..P5 及び 8182...85

のそれぐ P，.， 8，ι に封する走時差(モホロピチックに依る〉

震距A央粁離 P叫 -Pj P叫 -P2 Pn-P3 Pn-P.j 8，，-82 8i，-83 8，，-84 8n-S5 

5 7 • • 。 7 12 • 自 • 
3000 8 16 @ @ • 7 13 。 • • 
4000 9 18 • @ 。 7 13 • @ @ 

5000 10 18 @ • 。 7 J4 • @ • 
6000 9 1 '1 • • 。 7 14 

ー
@ • 

7000 9 17 
ー

@ 。 6 14 • • • 
8000 9 17 • • ー

6 14 • • • 
9000 8 16 24 • 。 6 14 30 ' 咽

10000 8 15 23 • 。 6 14 30 44 • 
11000 7 14 22 31 39 5 13 29 43 58 

12000 5 14 21 30 39 • @ 。 。 @ 

13000 4 13 20 30 39 @ @ 。 @ • 
14000 。 12 20 • @ 

ー
。 @ @ @ 



第 四 国

グーアンペノレヒ氏に依る遠地地震の走時曲線

11 tr 160" 

....... 
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.四

/ 



一
、
週
賜

見、。∞

2
2
及
び

C
E
g
g高
等
の
研
究
に
依
れ
ば
一
般
に
第
一
初
期
微
動
の
週
期
は
五
l
七
秒
で
第
二
初
期
微
動
の
遡

期
は
十
一

l
十
三
秒
で
あ
る
併
し
第
一
初
期
微
動
の
時
も
十
一
1
l
十
三
秒
の
遡
期
が
あ
る
時
も
あ
れ
ば
叉
第
二
初
期
微
動

で
十
一
秒
以
下
の
遡
期
の
事
も
あ
る
。
こ
の
様
な
偏
差
は
同
じ
地
震
に
あ
っ
て
は
諸
々
の
観
測
所
で
可
成
同
じ
方
向
に
観

測
ヨ
れ
る
の
を
常
と
す
る
。

沼
期
で
九
秒
内
外
と
云
よ
の
は
滅
多
に
観
測
3
れ
な
い
。
第
二
初
期
微
動
の
中
の
火

3
い
週

期
は
第
一
初
期
微
動
の
中
の
小

3
い
週
期
に
謝
し
て
一
・
八
l
二・

O
倍
位
で
あ
る
。
之
が
丁
度
縦
波
と
横
波
の
速
度
の
比

と
一
致
し
て
居
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
居
る
。

叉
震
央
距
離
が
近
く
な
る
と
三
秒
位
か
ら
一
秒
の
何
分
の
一
と
一
式
ふ
様
な

小峰、
d

い
遡
期
の
波
が
他
の
波
に
重
な
っ
て
あ
ら
は
れ
る
こ
と
が
屡
ん
γ
あ
る
。

回
、
地
球
内
部
を
逼
過
す
る
地
震
波
の
径
路
に
就
い
て
。

地
球
内
部
に
色
々
な
不
運
績
面
が
あ
る
事
は
地
震
波
を
非
常
に
複
雑
に
す
る
。
次
に
此
等
に
就
い
て
述
ぺ
て
見
ゃ
う
。

ハ
イ
)

地
震
波
理
論
の
抜
翠

地
球
内
部
の
地
震
波
の
理
論
的
研
究
を
す
る
の
に
通
常
次
の
様
な
仮
定
が
な
ヨ
れ
る
c

ハ
ご
震
源
が
地
表
面
に
あ
る
と
一
去
よ
般
定
、
勿
論
之
は
遼
地
地
震
で
あ
る
か
ら
な
注
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
ニ
)
震
源
の
す
ぐ
附
近
で
は
震
波
は
球
般
に
援
が
る
。
而
し
て
此
の
球
上
で
エ
ネ
Y
ギ

1
密
度
が
一
定
で
あ
る
。

会
一
〉
地
表
面
に
於
け
る
震
波
は
恰
も
あ
る
卒
面
で
異
容
の
相
場
所
に
鈴
し
て
反
射
す
る
と
見
る
。

ムハ五
6



ム
ハ
六

(
四
》
震
波
の
吸
牧
は
著
る
し
〈
な
い
こ
と
。

一
ハ
五
》
地
球
内
部
の
球
殻
は
球
股
艶
穏
を
持
ち
等
方
質
で
あ
る
こ
と
。

ハ
六
〉
地
表
面
は
一
つ
の
球
で
あ
る
乙
と
。

之
等
の
仮
設
が
な
く
て
も
地
球
内
部
の
地
震
波
は
屈
折
の
法
則
印
7
z
y
?
!
の
法
則
に
従
っ
て
あ
る
曲
線
を
書
い
て

行
く
。
印
ち
波
の
径
路
は
、
震
源
か
ら
観
測
所
設
で
を
波
が
一
番
短
か
い
時
間
で
俸
は
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
数
問
問
中
的

に
共
の
方
程
式
は

2
5
H同

γ

。
、

で
あ
ら
は

3
れ
る
。
此
彪
で
-z
は
地
球
の
中
心
か
ら
γ

の
距
離
に
於
け
る
入
射
角
で
あ

b
、
V
は
共
庭
の
波
の
速
度
で
あ

ハH
〉

る。

。
は
そ
の
波
線
に
就
い
て
の
常
数
で
あ
る
か
ら
此
れ
を
例
へ
ば
地
表
面
に
於
け
る
値
で
あ
ら
は
し
て
見
る
と

唱
.
DId--

で
あ
る
。
震
源
か
ら
の
距
離
k
ム
と
す
る
曹
と
そ
れ
は
次
の
式
で
表
は
ヨ
れ
る
。

A
v
r
B
H
3
(ほ
山
内
《
油
、

し

今

共
れ
故
此
れ
に
相
臆
し
た
走
時
を

t
と
す
れ
ば
其
れ
は

?
「
i
円
|
弘
、

」

4
1

。。∞-一

で
表
は
曲
、
。
れ
る
。
此
慮
で
-z
、
v
J
、
は
向
と
結
び
付
け
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
γ

及
び
V
卸
ち
深
誌
と
速
度
と
の
問
は

ハ
凶
)

ハ
ω
)



叉
別
な
あ
る
分
ら
な
い
関
係
を
持
っ
て
居
る
。
共
れ
は
縦
波
と
横
波
と
で
ち
が
っ
て
居
る
。

、
、
、
、
、
、
、

一Y

を
以
て
「
見
か
け
の
表
面
波
」
ハ
∞
o
g
z
r
P
2
0
σ
2段。
Z
D同
2
0
F
1
E山崎
}85と
す
る
と
乙
れ
は

へ

・

4

H

h

h

V

3

ω刊

で
表
は

3
れ
る
。
印
ち
地
球
内
部
を
傍
は
っ
て
来
る
波
を
丁
度
地
表
面
に
沿
っ
て
傍
拾
す
る
と
見
な
す
時
の
速
度
で
あ

る
。
其
の
時
4
b

は
ム
の
函
数
で
あ
る
か
ら
ハ
之
は
走
時
が
観
測
当
れ
る
た
め
)
一
V
が
見
出
充
当
れ
る
。
更
に
地
表
面
の
入

射
角
-
h
は

母
子

H
M

C

J

1

 

で
求
め
ら
，
れ
る
か
ら
向
一
正
問
か
ら

ハ
問
)

m
F
P
H
J
1
L内
l

ω
k
y
 

故
に
t
が
ム
の
函
数
で
あ
る
事
が
分
れ
ば
地
表
面
に
於
け
る
入
射
角
-
h
は
震
源
距
離
ハ
現
在
の
仮
定
で
震
央
距
離
と
同

ハ
。
)

一
一
の
も
の
〉
の
函
数
と
し
て
決
定
当
れ
る
。

頂
鮪
深
度
ハ
S
)

地
震
波
が
地
球
の
内
部
を
通
っ
て
震
源
か
ら
観
測
所
に
到
達
す
る
時
に
通
る
一
番
深
い
場
所
の
深
誌
を
頂
貼
深
度

ハm
o
r
ι
z
r
r
p
)
と
云
ふ
。
之
を
S
で
表
は
せ
ば
先
づ

m
H
H
3
1
1
 

ハベ〉

/'、
屯



' 

六
λ

と
置
い
て
ハ
乙
」
で
%
は
地
球
の
宇
径
で
、

γ

は
頂
結
深
度
の
中
心
か
ら
の
距
離
で
あ
る
)
勘
定
さ
れ
る
。

右
の
式
の
中
で

】。山首。、

Hω
・∞。
ω
∞ω
1
0
・0
0
良
忠
ベ
均
一
P
R
P

〉

〉

ト

2
1
∞
山
口

(
P
)
b

:

;

;

l

l

 

ド
∞
山
口

(
p
y

(
己
、
は
頂
貼
深
度
m'
を
持
つ
震
波
線
が
地
表
面
に
出
る
時
の
入
射
角
で
あ

b
、
(
抗
争
〆
は
震
央
距
離
ム
の

(

∞

)

 

ハ
匂
)

震
波
線
の
地
表
面
に
於
け
る
入
射
角
で
あ
っ
て
、

ム
の
函
数
と
し
て
定
め
ら
れ
質
際
の
場
合
に
は
ム
が
0
か
ら
ム
ま
で
の

間
に
趨
営
な
数
、
だ
け
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
却
ち
一
?
門
戸
p

は
固
形
的
に
、
共
の
度
貼
深
度
を
定
め
様
と
す
る
震
波
線
に

就
頂、い
黒白、 て
還、求
度、め

25 
¥ーノ 司、4

る

あ
る
震
波
線
の
頂
貼
印
ち
最
深
の
箇
所
に
於
け
る
速
度
ハ
d
J
)

は
次
の
式
で
表
は
曲
、
d

れ
る
。

」

刊

号

、

J
P
H
I
l
i
-
-
ー

ハ

5

三
氏
ロ
(
的
。
)
句

但
、
ハ
刊
号
)
-
w

は
頂
賠
深
度
S
を
有
す
る
震
波
線
の
地
表
面
に
於
け
る
入
射
角
で
あ
る
。

右
に
遮
べ
た
様
に
し
て
色
々
な
深
誌
に
於
け
る
震
波
の
速
度
を
決
定
す
る
事
は
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
。
此
の
外
関

g
g

は
あ
る
直
接
に
貴
地
に
庭
用
出
来
る
方
法
を
奥
へ
た
。
此
庭
で
は
其
れ
を
紹
介
す
る
の
を
止
め
国
・
巧
宮
島
。
立
の
最
初
の

国
解
的
め
方
法
を
述
べ
て
見
ゃ
う
。
共
れ
は
先
づ
色
ん
ア
な
震
波
線
に
就
い
て
あ
る
深
3
に
於
い
て
の
入
射
角
、
・
h
、ら、・
h

:
・
:
の
正
弦
値
'r暴
露
の
曲
率
竿
径

C-
、じ、
pur---

と
が
逆
比
例
す
る
事
で
あ
る
。
印
ち



H

H

H

・
・
・
・
・
・

H

H

一
ω
4
7

「
|
|
一

1
1
1

一lit------H25-
一

EENa
一

E
g
o
-
-
-
-
-
-
i
I
H
-
-
-
一1
1
1
1
一∞

ρ

?

?

炉

a

-

u

J

P

4

一
守
一

当
官
0
7
2
廿
は
震
波
線
が
闘
弧
で
あ
る
芝
限
定
し
、
且
叉
共
の
曲
率
・
が
地
球
内
部
の
色
々
な
層
で
媛
化
す
る
が
併
し
昇
、
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百
に
あ
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と
般
定
し
、
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地
下
六
十
粁
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蓮
績
屠
は
考
へ
て
居
な
い
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地
球
内
部
に
於
け
る
震
波
の
走
路
に
謝
す
る
考
察
。
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ム
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表
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的
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複
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を
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へ
な
い
と
し
て
も
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総
て
の
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結
果
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の
波
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速
度
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球
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震
波
線
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中
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す
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リ
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た
遁
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此
れ
に
説
い
て
は
第
三
国
を
会
照
す
れ
ば
よ
く
判
る
。
此
庭
の
4
と
云
よ
数
字
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地
球
と
心
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と
の
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不
連
績
面
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地
表
か
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通
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、
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千
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あ
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あ
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此
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に
、
縦
波
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e
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起
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第六表 震央距離、頂期深度、地表面入射角との関係

震央蹴ム| 部主 波 |震央距離ム | 槙- 波 核心ら通過しれ

皮|粁 Is粁 Isinio I度|粁 Is粁 Isi 縦波に封し亡

O O O 1.000 O O O 1.000 震央距離ム

10 1110 110 0.¥:122 10 1110 110 0.922 皮 粁

一 一20 2220 400 0.763 20 2220 400 0.763 

30 3330 770 0.614 30 3330 770 0.614 
143 15900 0.191 

ドf40.3 4470 1200 0.494 長 40.3 4470 1190 0.494 
145 16100 0.156 

50 5560 1270 0.485 50 1)560 1300 0.479 
149 16550 0.122 

58 6440 1450 0.462 60 6670 1510 0.454 
158 17550 0.070 

長 63 7000 1680 0.433 長 67 7440 1750 0.424 
163~- 18150 0.052 

68 7550 1740 0.426 73 8100 1900 0.408 
180 20000 0.000 

長 76 8440 244.0 0.336 77 8550 2090 0.383 

90 10000 2510 0.327 長 81.5 9050 2490 0.334 

ネ印は丁度不連槙居i二接しれる波に11するもの

第七表 地球内部氏於ける前走波の傍播速度

1果 さ 主E 度粁/秒

粁 縦 波 t11~ 波

O 地 表 5.6 3き?

60まで 5.9 317 

60 i.り 8.0 4.3 
外バ殻リヌ、フェヤ F さ

さの境界面
1200 12き 6号

1700 12ま 7ま

2450 13ま 7き
七

2900まで 境中界開設i百さ核心ごの 13 7士

2900 !.サ 8~ 5 ? 

6370 地 .(j、。 11 6H 




